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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のネットワークを第２のネットワークに接続する住居ゲートウェイ装置であって、
　前記住居ゲートウェイ装置を前記第１のネットワークに接続する第１の接続手段と、
　前記住居ゲートウェイ装置を前記第２のネットワークに接続し、前記第１の接続手段に
接続される第２の接続手段と
　を有し、
　前記第１の接続手段及び第２の接続手段は、前記第１のネットワークにある第１の端末
と前記第２のネットワークにある複数の第２の端末との間の通信を許容し、
　前記第２の接続手段は、
　前記第２の端末により開始された音声通信の終了を検出する手段と、
　前記音声通信が前記第１の端末により初期化されている場合、前記第２の接続手段から
前記第１の接続手段への前記音声通信の終了の指示の送信を遅延する遅延期間を開始する
手段と
　を有し、
　前記第２の接続手段は、前記遅延期間の終了前に前記第２のネットワークにある前記複
数の第２の端末のいずれかによる前記音声通信の再開を検出するように構成される住居ゲ
ートウェイ装置。
【請求項２】
　第１のネットワークに接続する第１の接続手段と、第２のネットワークに接続する第２
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の接続手段とを有する住居ゲートウェイ装置での方法であって、
　前記第１のネットワークにある第１の端末により開始された音声通信を、前記第１の端
末と第２のネットワークにある第２の端末との間で設定するステップを有し、
　前記第２の端末により開始された前記第２のネットワークでの音声通信の終了を検出す
るステップと、
　前記第２のネットワークにある前記複数の第２の端末のいずれかが遅延期間の終了前に
前記音声通信を再開することを可能にするために、前記第２の接続手段から前記第１の接
続手段への前記音声通信の前記終了の指示の送信を遅延するステップと、
　前記複数の第２の端末のいずれかによる前記音声通信の再開が前記第２の接続手段によ
り検出された場合、前記遅延期間を終了させるステップと
　を有することを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、同じ音声通信で複数の装置を続けて使用することを可能にする装置及び方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　POTS（Plain　Old　Telephone　System）では、何人かのオペレータが電話局で以下の
機能を提供する。
【０００３】
　呼がPOTS回線に到達する。被呼者は電話を取り上げ、接続状態になる。これは、発呼者
と被呼者との間に通信パスが存在することを意味する。
【０００４】
　被呼者はオンフックにする。特定の期間内に同じPOTS回線で（この同じPOTS回線で同じ
又は他の電話を用いて）オフフックイベントが生じると、発呼者が呼をまだ解放していな
いという条件で、通信パスは依然として利用可能である（すなわち、まだオンフックにな
っていない）。
【０００５】
　この機能は以下の例で更に明らかになる。２つの接続された電話を含む住居電話ネット
ワークで呼がPOTS回線に到達する。１つの電話は台所にあり、他は異なる部屋（勉強部屋
）にある。人は台所で電話を取り上げるが、発呼者を助けるために勉強部屋に行かなけれ
ばならない。台所の電話はオンフックになる。その人は勉強部屋に歩いていき、電話を取
り上げる。その間に発呼者はハングオフ（hang　off）しない。通信は継続することがで
きる。
【０００６】
　VoIP（Voice　over　IP）は、何らかのインターネットプロトコルネットワークでの音
声のルーティングである。SIP（Session　Initiation　Protocol）は、VoIPの主要なプロ
トコルである。これは、2002年6月にInternet　Engineering　Task　Forceにより規定さ
れたRFC3261に定められている。SIPは、１つ以上のIPクライアントの間で呼処理機能とPO
TSに存在する機能とを提供する。音声データは、POTSに使用される回線交換ネットワーク
ではなく、パケット交換ネットワークを流れる。
【０００７】
　通常では、住居ネットワークで、SIPは、インターネット接続にインタフェース接続す
る装置で止まる。これはパーソナルコンピュータでもよく、住居ゲートウェイ（resident
ial　gateway）でもよい。
【０００８】
　インターネットにブロードバンドアクセスを提供する住居ゲートウェイは、音声、ビデ
オ及びデータのように、ホームネットワークに異なるサービスを提供する。通常では、こ
れはSIPエンドポイントを有する。また、住居ネットワークに電話インタフェースを提供
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する。
【０００９】
　SIPでは、電話が住居ネットワークでオンフックになると、通信は直ちに解放される。
【００１０】
　2005年6月9日の米国特許出願US2005/0122963A1は、IP型音声／ビデオ通信システムと、
コールピックアップ／転送方法を規定しており、新しい入来呼がビデオ通信中に第１の端
末により受信されると、第２の端末の特定のボタンの選択に応じて、オフフック呼が第１
の端末から第２の端末により受け取られる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、同じ音声通信で複数の装置を続けて使用することを可能にする相互接続装置
に関する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　このため、本発明は、第１のネットワークを第２のネットワークに接続する相互接続装
置に関し、相互接続装置を第１のネットワークに接続する第１の接続手段と、相互接続装
置を第２のネットワークに接続し、第１の接続手段に接続される第２の接続手段とを有し
、第１の接続手段及び第２の接続手段は、第１のネットワークにある第１の端末と第２の
ネットワークにある第２の端末との間の通信を許容する。
【００１３】
　本発明によれば、第２の接続手段は、第２の端末による音声通信の終了を検出する手段
と、音声通信が第１の端末により初期化されている場合、第２のネットワークにある端末
が遅延期間の終了前に音声通信を再開することを可能にするために、第１の端末への終了
の指示の送信を遅延する遅延期間を開始する手段とを有する。
【００１４】
　実施例によれば、第２の接続手段は、遅延期間の終了後に第１の接続手段に終了の指示
を送信することを目的とする。
【００１５】
　次に、第１の接続手段は、終了の指示を第１の端末に送信することを目的とする。
【００１６】
　各接続手段は異なるネットワークに取り付けられており、通信の終了の情報の送信は、
第１の接続手段と第１の端末との間で段階的に行われる。
【００１７】
　有利には、第２の接続手段は、遅延期間の終了前に第２のネットワークにある端末によ
る音声通信の再開を検出することを目的とする。このことにより、第２の接続手段は、第
１の端末と第２のネットワークにある端末との間で通信を再開することが可能になる。
【００１８】
　有利には、第２の接続手段は、第１の端末と第２の端末との間で、第２の端末による音
声通信の終了を検出したときに、遅延期間を開始し、音声通信は、第１の端末により初期
化されるタイマを有する。タイマはまた、第２のネットワークにある端末による音声通信
の終了を検出したときに遅延期間を終了し、遅延期間に設定可能な制限値を設定する。
【００１９】
　好ましい実施例では、第１のネットワークでの音声通信は、インターネットプロトコル
上での音声である。
【００２０】
　本発明はまた、第１のネットワークに接続する第１の接続手段と、第２のネットワーク
に接続する第２の接続手段とを有する相互接続装置での方法に関し、第１のネットワーク
にある第１の端末により開始された音声通信を、第１の端末と第２のネットワークにある
第２の端末との間で設定するステップを有する。
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【００２１】
　本発明によれば、この方法は、第２の端末により開始された第２のネットワークでの音
声通信の終了を検出するステップと、第２のネットワークにある端末が遅延期間の終了前
に音声通信を再開することを可能にするために、第１の端末への終了の指示の送信を遅延
するステップとを有する。
【００２２】
　実施例によれば、第２の接続手段は、遅延期間の終了後に第１の接続手段に終了の指示
を送信し、第１の接続手段は、第１の端末に終了の指示を送信する。
【００２３】
　有利には、第２の接続手段は、遅延期間の終了前に第２のネットワークにある端末によ
る音声通信の再開を検出する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　本発明は、添付図面を参照して、決して限定的ではない以下の実施例及び実行例を用い
てよく理解され、これを用いて示される。
【００２５】
　図１は、第１のネットワーク1にある端末T1と第２のネットワーク2にある端末T2との間
の通信に存在する全ての装置を有するシステムを示している。
【００２６】
　相互接続装置3は、第１のネットワーク1に接続する第１の接続手段4と、第２のネット
ワーク2に接続する第２の接続手段5とを有する。第１の接続手段4及び第２の接続手段5は
、接続管理手段6を通じて相互接続装置で連結される。第２の接続手段5はタイマ7を有す
る。
【００２７】
　端末T1は、第１のネットワーク1に接続される。２つの端末T2及びT3は、第２のネット
ワーク2に接続される。
【００２８】
　第１の接続手段4は、相互接続装置3に通信する第１のネットワーク1にある端末（端末T
1等）と対話する。第２の接続手段5は、相互接続装置3に通信する第２のネットワーク2に
ある端末（端末T2及びT3等）と対話する。
【００２９】
　図２は、相互接続装置の例である住居ゲートウェイ10を示している。これは、通信に含
まれる住居ゲートウェイ10の基本構成要素を示している。
【００３０】
　住居ゲートウェイ10は、VoIPへの物理インタフェースであるVoIP終端22を有する。VoIP
終端22は、RTP終端24と、第１のネットワークのVoIP端末と対話することができるVoIPシ
グナリング終端23とを有する。RTP終端24は、VoIP通信の転送に使用され、VoIPシグナリ
ング終端23は、VoIP通信の制御に使用される。この終端は、インターネットへのブロード
バンドアクセスでVoIPを可能にするために使用される。
【００３１】
　住居ゲートウェイ10はまた、物理FXS（Foreign　Exchange　Station）終端であるアナ
ログ終端FXS1　25を有する。FXSは、電力とダイヤルトーンと呼び出し電圧とを提供する
電話インタフェースである。アナログ電話はFXSにプラグ接続され、電話サービスを受信
する。複数の電話はFXS1終端25に接続可能である。このことは、ユーザが呼を受信すると
、接続された電話のいずれかを受け取ることができることを意味する。アナログ終端は、
住居電話の接続を可能にする。
【００３２】
　住居ゲートウェイ10は、SIPスタック（Session　Initiation　Protocolスタック）11と
、APPスタック（Analog　Phone　Protocolスタック）15とを有する。
【００３３】
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　SIPスタック11は、VoIP終端22に連結され、SIP状態機械13とSIP処理モジュール12とを
有する。SIP処理モジュール12は、SIPに関する全ての機能を実行する手段を有する。また
、SIPを動作しているときにSIP状態機械13と相互作用する。SIP処理モジュール12は、ユ
ーザエージェントモジュール14を有する。ユーザエージェント14は、要求を生成するUAC
（ユーザエージェントクライアント）と、応答を生成するUAS（ユーザエージェントサー
バ）とを有するインターネットエンドポイントである。
【００３４】
　APPスタック15は、FXS1アナログ終端25に連結される。これはAPP状態機械17とAPP処理
モジュール16とを有する。APP処理モジュール16は、APPに関する全ての機能を実行する手
段を有する。また、APPを動作しているときにAPP状態機械13と相互作用する。APP状態機
械はタイマ18を有する。
【００３５】
　SIPスタック11及びAPPスタックは、呼制御モジュール19に連結される。呼制御モジュー
ル19は、呼処理モジュール20と呼制御状態機械21とを有する。呼処理モジュール20は、SI
P処理モジュール12及びAPP処理モジュール16と相互作用し、APP接続にSIP接続を連結する
。
【００３６】
　FXS1に取り付けられた端末はアナログPOTS又はDECT端末でもよい。この説明のFXSイン
タフェースの代わりに、Bluetoothインタフェースも当てはまり得る。
【００３７】
　図３に示すように、通信設定は、SIP状態機械13とAPP状態機械17とを有する。
【００３８】
　図３は、全体のAPP状態機械17を示している。本発明は、接続済（CONNECTED）、切断中
（DISCONNECTING）、及び切断遅延（DELAYED　DISCONNECTING）状態に焦点を当てる。FXS
1に取り付けられた端末が接続済状態にあり、オンフックになると、切断遅延状態に設定
され、タイマが開始する。タイマが終了すると、端末は切断中状態に移行する。タイマが
終了する前に端末がオフフックになると、端末は再び接続済状態に設定される。
【００３９】
　端末T1及びT2の間の通信は、以下のように行われる。以下の説明で示されるSIPメッセ
ージはRFC3261に規定されている。
【００４０】
　通信設定では、端末T1にあるSIPユーザエージェントは、住居ゲートウェイ10にあるSIP
ユーザエージェント14と通信を開始する。これはSIP　INVITE要求メッセージを送信する
。
【００４１】
　SIPユーザエージェント14は、SIP　INVITE要求メッセージを受信し、SIPスタック11のS
IP状態機械13は、アイドル（IDLE）から提供中（OFFERING）に移行する。
【００４２】
　呼制御19にある呼処理20は、入来する通信について通知され、どのローカル物理FSXポ
ート（Foreign　Exchange　Station終端）が入来する通信のSIP識別子であるSIP　URI（S
IP　Uniform　Resource　Identifier）に割り当てられているかを検査する。
【００４３】
　FXS1終端25は、SIP　URIに割り当てられたものであり、FXS1終端25は、現在通信に関与
していない。APP状態機械17はアイドル（IDLE）から提供済（OFFERED）に移行し、呼び出
し電流がFXS1終端25に割り当てられているため、更に警告（ALERTING）状態に移行する。
【００４４】
　次に、SIPユーザエージェント14は、SIP呼び出し（RINGING）応答を端末T1にあるSIPユ
ーザエージェントに送信する。
【００４５】
　FXS1端末25に取り付けられた端末T2がオフフックになると、APP状態機械17は警告から



(6) JP 5614932 B2 2014.10.29

10

20

30

40

呼配信（CALL_DELIVERED）に移行する。次に、SIP状態機械12は受け付け（ACCEPTED）に
移行する。また、SIPユーザエージェント14は、端末T1にあるSIPユーザエージェントに20
0（OK）応答メッセージを送信する。
【００４６】
　端末T1にあるSIPユーザエージェントは、ACKをSIPユーザエージェント14に送信する。S
IP状態機械13は、受け付けから接続済に移行する。APP状態機械17は呼配信から接続済に
移行する。
【００４７】
　通信の解放はSIP状態機械12とAPP状態機械17とに関与する。
【００４８】
　FXS1終端25に取り付けられた端末T2がオンフックになると、APP状態機械17は接続済状
態から切断遅延状態に移行し、タイマ18を開始する。
【００４９】
　タイマ18が終了すると、APP状態機械17は、切断遅延から切断中に移行する。また、SIP
ユーザエージェント14は、端末T1にあるSIPユーザエージェントにBYEメッセージを送信す
る。
【００５０】
　端末T1にあるSIPユーザエージェントがOKメッセージで応答すると、
・SIP状態機械13は切断中（DISCONNECTING）から切断済（DISCONNECTED）に移行し、アイ
ドルに戻る。
・APP状態機械17は切断中からアイドルに移行する。
【００５１】
　内部リソースは解放される。
【００５２】
　タイマ18が終了する前にFXS1　25がオフフックになると、APP状態機械17は切断遅延か
ら接続済に移行し、タイマ18を停止する。通信は再開される。
【００５３】
　SIP状態機械13は、APPスタック15の切断遅延状態の間の処理に関与しない。
【００５４】
　タイマ18は60秒の初期設定値に設定される。この値は、ローカルで又は遠隔で設定可能
である。これは、住居ゲートウェイ制御コマンド構成手段で設定可能である。
【００５５】
　前の説明において、音声通信が第１のネットワークにある端末により開始されていない
が、第２のネットワークにある端末により開始されている場合、FXS1終端25に取り付けら
れた端末T2がオンフックになると、APP状態機械17は接続済から切断中に移行する。これ
は切断遅延状態を迂回する。
【００５６】
　いずれの場合でも、端末T1がオンフックになると、通信は終了する。遅延期間は使用さ
れない。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】第１のネットワークの第１の端末と第２のネットワークの第２の端末とに取り付
けられた相互接続装置を示す概略図
【図２】相互接続装置の主なモジュールを示す詳細図
【図３】アナログ電話プロトコルの状態機械の図
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